
人材育成
組織運営(働き方)

①職員全体で組織を支えるために、確かな学力・豊かな心・健やかな部会に加え、今日の教育情勢を踏まえて新たにICT部会を設置し、学力向上、重点研究、児童指導、安全教
育、体力向上、健康教育、GIGA推進を行うために、職員がそれぞれの部会に所属し組織間で連携を図りながら学校運営していく。また、業務改善の観点から積極的にICTを活
用し、会議の効率化を図っていく。
②月１回行われるメンター研修では、中堅にあたるミドルリーダーや教務部の職員が中心となって経験の浅い教職員の悩みや課題に応じた模擬授業や研修を行っていく。メン
ターの育成には全職員が関わり、学校全体で育成していくように計画する。担当 教務部・メンターチーム

いじめへの対応
①生活アンケートや面談等を定期的に行い、いじめや学校生活の問題点を早期発見し、組織的に対応を図れるよう支援体制を充実させる。
②年2回Y-Pアンケートを行い、それを基に児童をみとったり、分析した結果に基づき学級の実態に合わせたY-Pを計画的に取り入れたりし、仲間づくりや学級
づくりを積極的に行う。
③横浜子ども会議や道徳の授業で、子どもたちが話し合う機会を年間計画に設定し、子ども自身が考える未然防止への取り組みを強化し、取り入れていく。担当 いじめ防止対策委員会

公
開

地域連携
学校運営協議会

①地域や外部機関との人的・物的資源を活用した学習活動を推進していくことで、生活・総合的な学習を中心に、探求的な学習を推進していく。
②学校運営協議会で話し合われたことや学校の様子を、学校HP・学校説明会・すぐーる・学校だよりなどで、紙面やインターネットを使い、地域や保護者に向
けて情報を発信していく。
③地域コーディネーターと連携し、すぐーるを効果的に活用して保護者や地域ボランティアに協力していただきながら教育活動の充実を図っていく。担当 教務会・健やかな体部

担当 豊かな心部

体 健やかな体
①運動の特性を味わい、運動する楽しさを感じられるようにしたり、保健学習で自分の心や体の健康に関して課題解決的に学習を進め、健康意識を高めたりできるようにするた
めに、体育科学習の授業の充実を図る。
②体力の向上や健康の促進のために、家庭や外部機関（スポーツ協会や学校医）、委員会活動と連携を図り、子どもが日常的に取り組めるテーマ（なわとび記録会・運動週間・
むし歯予防週間など）を設定し、子どもたちが主体となる活動に取り組んでいく。子ども達の実態に合った健康面での課題を克服するために学校保健委員会を年２回開催する。担当 健やかな体部

担当 確かな学力部

徳 豊かな心
①年２回のYPアセスメントでデータを分析し、アセスメントを生かしたプログラムを実施する。その際、朝学習やなかよし活動、行事や学級レクなど、授業以外の場面でもプログラ
ムも取り入れていく。また、個別のケース会議を通して個の見取りと支援を充実させ、児童の成長を促していく。
②学級目標との関連を図りながら人権教育を進めたり、横浜こども会議や人権週間など、児童から発信する人権に関する活動を通して人権意識を高めていく。
③児童から発信する継続的なあいさつ運動を実施し、あいさつに対する意識を高めていく。
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〇学校教育目標実現のために、全教職員が「チーム別所」の一員として学校経営に参画し、活力ある学校づくりを目指します。
①「かけがえのない一人ひとりが大切にされる、居場所のある学校づくり」を具現化し、自己有用感を高め、地域・家庭と連携して、誰
もが安心して学び、生活できる学校、学級づくりをします。
②一人ひとりの子どもが、学習の楽しさを実感できる授業づくりを推進し、学力の向上を図ります。
③教職員の指導力、人間力向上と協働でチーム力を高めるための人材育成と組織活用に取り組みます。

重点取組分野 具体的取組

知 確かな学力
①児童が自分の理解度に応じて学習活動を自己決定できる場面を設定し、授業の中で「学び方を学べる」よう努めます。また、重点研究会や学年研究会等の研修を通じて「主
体的・対話的で深い学び」を実現するための授業改善に取り組み、粘り強く学ぶ意欲をもつ子どもを育成します。
②少人数制や教科担任制、学年での連携を生かし、複数の目で見とることで、児童が自身の理解度を的確に把握し、自信をもって学習を進められるように組織的に支援します。
③家庭と学校が連携し、児童が自ら学びを深められるよう、学校で実施している学び方やICTを活用した学習について家庭に積極的に情報を発信していきます。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

南が丘中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

　・問題発見・解決能力
　

　・心身ともにたくましく生きる力

南が丘中学校
南小学校

別所小学校

他者との関わりを大切にし、主体的に取り組む子

　【中学校ブロックの具体的な取組】
「授業」のつながり　＝　各教科等の学習の充実　　　   授業研究、公開授業、授業交流、
「人」の「つながり　＝　人権教育　　　　　　　　　　　　  　 あいさつ運動、生徒児童の交流
「学びの場」のつながり　＝　小中一貫教育　　　　　 　  小学生の部活動への交流、食育への取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　   地域行事への参加、国際理解教育、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　   体験学習、キャリア教育
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児童生徒数： 557 人 主な関係校： 南が丘中学校　・　六ツ川中学校

小澤　真由美 2 学期制 一般学級： 17 個別支援学級：

）
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 　　「 ともに生き生き　ともににこにこ　別所の子 」　～子どもが主役の学校づくり～
　　○主体的に学び、めあてに向かってねばり強く取り組もうとする子を育てます。（知）
　　○礼儀や規律を大切にし、自他を認め合おうとする子を育てます。（徳）
　　○規則正しく健康で安全な生活を送ろうとする子を育てます。（体）
　　○自分の周りや地域に目を向けて、人のために進んで役立とうとする子を育てます。（公）
　　○日本の文化や伝統を大切にし、様々な人とのコミュニケーションを通して相互理解しようとする子を育てます。（開）
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創立 50 周年 学校長 大島　宏二 副校長
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